
 

 

 

日本行動計量学会会報 第 135 号                                 2012 年 12 月 1 日 

1 

 

日本行動計量学会第 40 回大会開催報告 

第40回大会実行委員長 猪口 孝 

2012 年 9 月 12 日～16 日，新潟県立大学にお

いて第 40 回大会が開催されました．長い真夏の

日々でしたが，熱心に参加していただきました．

衷心よりの感謝をまず申し上げます．学生ホール

の完成が第 40 回大会の開催に間に合わなかった

点が残念ではございますが，次回お越しの際には，

この素晴らしい学生ホールにも是非お立ち寄りく

ださい．10月末に開所式を終えたところです． 
参加者は 268 名（うち学生会員 35 名，チュー

トリアルセミナー参加者 39 名）でした．スタッ

フを含めると302名がかかわる大会でした．新潟

での開催は第33回大会（2005年，植野真臣大会

実行委員長，長岡技術科学大学）に続き，2 回目

の開催になります．新潟県立大学は 2009 年に開

設されたばかりです．現在学生数は約 1,000 名，

教員が約 80 名の小さな大学です．国際地域学部

と人間生活学部を擁し，両学部で経済，政治，健

康，環境，言語，栄養，子ども，福祉などの人間

行動についての調査研究が活発に行われています．

新潟県立大学は開設4年目で，志願者倍率は4年

間ほぼ10倍を続け，学生満足度は80パーセント

を越え，しかも就職率は2012年10月の段階でほ

ぼ90パーセントを越えそうです．学生も明るく，

元気，しかも丁寧に大会参加者に適切な案内をし

てくれました． 
新潟県立大学での開催のために尽力してくだ

さった方々，とりわけ学会の飽戸弘前理事長，岡

太彬訓理事長をはじめとする各委員会のみなさま

に衷心からの感謝を送ります．そして大会実行委

員会の先生方には大変な作業量をおしつけてしま

いました．心より感謝します． 
第40回大会のプログラムは特別セッション26，

一般セッション18，特別企画シンポジウム2，特

別企画セッション 2，チュートリアルセミナー1
という構成でした．一般公開された特別企画セッ

ションは地域における重要な問題の二つ，農業振

興を目指した GIS を使った農業地域構造や人口

減少・高齢化の趨勢のなかでの思春期食生活の解

析です．地域に根ざした研究報告の大切さが喚起

されました．さらに，前者は新潟県立新発田南高

等学校の生徒による研究発表でした．特別セッシ

ョン 26 のなかで世論調査のデータ分析を扱った

ものが 10 を数え，方法論的，理論的そして経験

的な問題を広範に報告検討するなど充実していま

した．今回はとりわけ日本だけでなく，アジア地

域全体で「生活の質」世論調査（猪口孝），アジア・

太平洋地域の価値観世論調査（吉野諒三）や日韓

中台の一般社会調査（岩井紀子）などの報告討論

が同じ研究大会でなされたことは画期的でした．

特別企画シンポジウムはやはり世論調査について

で，ドーチュル・シン教授（カリフォルニア大学

アーヴァイン校）の「儒教社会と民主主義」，ヴォ

ルフガング・ヤゴチンスキー教授（ケルン大学）

の「社会科学のインフラストラクチャー」という

重要な問題を提起する講演とそれに続くシンポジ

ウムが行われました．とりわけ社会調査のインフ

ラについて積極的な議論が時間の関係で十分には

行われませんでしたが，問題提起がしっかりとな

されたことは大きな収穫でした．一般セッション

では日本行動計量学会では主流の主題，すなわち

数理統計学，マーケティング，医学・看護，福祉，

教育，心理，金融，データ・マイニングなどが取

り上げられていました．日本行動計量学会の目的

は計量的方法で人間の行動の本質を見極めようと
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いうところにあるとしたら，このような広範囲に

わたる主題を扱うセッションがもう少しあっても

よかったという意見もあったことを報告します． 
岡山が過去4回も日本行動計量学会年次大会を

開催とのこと，新潟にまた機会が与えられれば，

主流的主題を150パーセントに取り上げたいと思

います．新潟県立大学開催ということで，地理的

には不便な，広い田んぼの真ん中でやるような感

じを受けられた会員がおられたかもしれませんが，

東京駅から新幹線で新潟駅まで最速 100 分です．

新潟駅からタクシーで 15～20 分で新潟県立大学

に着きます．新潟は米，酒，野菜，魚はいうにお

よばず，大学も素晴らしいのです． 
（いのぐち・たかし，新潟県立大学） 

 

猪口 孝（いのぐち・たかし） 
新潟県立大学学長兼理事長 
東京大学教養学部卒業，マサチュ

ーセッツ工科大学大学院政治博士

号取得．東京大学名誉教授，中央

大学教授を経て 2009 年より現職

に至る．政治学，国際学，日本政

治を専門とし，アジア全域の生活の質を29カ国において実施

した世論調査「アジア・バロメーター」指導者，2000 年より

Japanese Journal of Political Science(Cambridge University Press),及

び International Relations of the Asia-Pacific (Oxford University 

Press)の創立編集長，最近著として，The Quality of Life in Asia, 

New York: Springer, 2012がある． 

 

 

役員異動のお知らせ 

  

以下のように学会役員に異動がありました． 

 

・編集委員会 

和文誌編集委員長 

  豊田 秀樹 （退任） 

   林  文   （就任） 

 

・広報委員会 

インターネット小委員会委員 

  齋藤 朗宏 （就任） 

平成24年度日本行動計量学会賞について 

 

学会賞選考委員長 村上征勝 

 
学会賞選考委員会は，林知己夫賞（功績賞），

林知己夫賞（優秀賞），肥田野直・水野欽司賞（奨

励賞）2 名，杉山明子賞（出版賞）2 名を，学会

賞選考ワーキンググループからの提言を参考に以

下の会員の方に授与することを決定した． 
 

１．林知己夫賞（功績賞） 

受賞者：飽戸 弘 会員 
（東京大学名誉教授） 

授賞理由：飽戸会員は，和文誌「行動計量学」の

Vol.2，No.2（1975）に 
飽戸弘（1975）．流行意識の基本構造，行動計量

学，2，2，25-42． 
を発表されたのを初め，多くの行動計量学に関す

る著書を出版されている．主な著書を抜粋すると，

以下のようになる． 
•「社会調査ハンドブック」（日本経済新聞社，

1987）  
•「メディア政治時代の選挙――大統領はこうして

つくられる」（筑摩書房，1989）  
•「コミュニケーションの社会心理学」（筑摩書房，

1992）  
•「シリーズ・政治と経済の心理学（2）消費行動

の社会心理学」（福村出版，1994）  
•「売れ筋の法則――ライフスタイル戦略の再構

築」（ちくま新書，1999） 
•「ソーシャル・ネットワークと投票行動」（木鐸

社，2000） 
• 柳井晴夫・飽戸弘・杉山明子他「行動計量学へ

の招待」（朝倉書店，2011） 
また，林知己夫氏が初期に開発された数量化の

手法を「数量化理論 I，II，III，IV類」と命名し

て，広く社会に広めることにも貢献された．さら

に，行動計量学会理事，理事長として，学会活動

を通じて行動計量学の発展に寄与された． 
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2．林知己夫賞（優秀賞） 

受賞者：荘島 宏二郎 会員 
（大学入試センター研究開発部准教授） 

推薦理由：荘島会員は4篇のすぐれた論文を欧文

誌「Behaviormetrika」に発表している． 
・Shojima, K. (2012). Asymmetric triangulation 

scaling: Asymmetric multidimensional 
scaling for visualizing inter-item dependency 
structure. Behaviormetrika, 39, 1, 27-48. 

・Shojima, K. Otsu, T., Mayekawa, S., Taguri, 
M., & Yanai, H. (2007). Factor structure of 
the National Center Test 2005 by the full- 
information pseudo - ML method. 
Behaviormetrika, 34, 2, 131-156. 

・Shojima, K. (2007). Selection of item response 
model by genetic algorithm. Behaviormetrika, 
34, 1, 1-26. 

・Shojima, K. (2003) Linking tests under the 
continuous response model. Behaviormetrika, 
30, 2, 155-171. 
また，項目反応理論を中心に，MDS なども含

めた Psychometrics に関する多数の論文がある．

さらに，同会員が開発したプログラムの一般公開

や植野・荘島「学習評価の新潮流」（朝倉書店，

2010）を出版している． 
  
 
3．肥田野直・水野欽司賞（奨励賞） 

次の2名の会員を肥田野直・水野欽司賞（奨励

賞）の受賞者とした． 
 
受賞者：岡本 卓也 会員 

（信州大学人文学部准教授） 
授賞理由：岡本会員は和文誌「行動計量学」の

Vol.36，No.1（2009）に 
・岡本卓也・林幸史・藤原武弘（2009）．写真投

影法による所属大学の社会的アイデンティテ

ィの測定，行動計量学，36，1，1-14．  
というすぐれた論文を発表している．また，この

論文に関連し 

•岡本卓也（2011）．思い出の風景としてのキャン

パス－関西学院大学社会学部卒業生調査の分析

(3)－，関西学院大学社会学部紀要，111， 87-98． 
などを発表している．このほか 
•岡本卓也「集団間関係の測定に関する社会心理

学的研究」（関西学院大学出版会，2010） 
などの集団間の関係についての論文も発表され，

将来に期待される行動計量学に関する研究業績を

あげている． 
 
受賞者：佐部利 真吾 会員 

（愛知学院大学心身科学研究所嘱託研究

員） 
授賞理由：佐部会員は和文誌「行動計量学」Vol.35，
No.2 （2008）に 
・佐部利真吾（2008）．背景色と文字色の組み合

わせに対する視認性の構造; 最尤非対称多次元

尺度構成法による分析，行動計量学，35，2，
193-201． 

というすぐれた論文を発表している．また同会員

が開発した最尤MDSに関する論文 
・Saburi, S. & Chino, N. (2008). A maximum 

likelihood method for an asymmetric MDS 
model. Computational Statistics and Data 
Analysis, 52, 4673-4684. 

が国際的トップレベルの学術誌に採択されている．

さらに， 
・千野直仁・佐部利真呉・岡田謙介「非対称 MDS 

の理論と応用」（現代数学社，2012）． 
も出版し，将来に期待される行動計量学に関する

研究業績をあげている． 
 
 
4．杉山明子賞（出版賞） 

次の2名の会員を杉山明子賞（出版賞）の受賞

者とした． 
 
受賞者：黒木 学 会員 

（統計数理研究所データ科学研究系 

准教授） 
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授賞対象図書：Judea Pearl著，黒木学訳「統計

的因果推論－モデル・推論・推測－」(共立出版 ，
2009)  
授賞理由：授賞対象の書籍は翻訳書であるが，グ

ラフィカルモデル，反事実モデル，構造モデルと

いった数理解析法を用いて因果関係の解明に迫る

というアイデアで，因果推論への新しいアプロー

チとして行動計量学への貢献は大きい．翻訳にあ

たって，単に訳すのでなく，原著者から最新の研

究情報提供を受けるなど，統計的因果推論を体系

的に理解するのに役立つよう配慮されており，行

動計量学の研究者に有用な一冊である． 
 
受賞者：西里 静彦 会員 

（トロント大学名誉教授） 
授賞対象図書：西里静彦著「行動科学のためのデ

ータ解析：情報把握に適した方法の利用」(培風館，

2010)  
授賞理由：授賞対象の書籍は，従来の統計学をそ

のまま応用できないような行動科学のデータに，

数量化を中心として，「データに忠実な解析をす

る」という方針からまとめられたデータ解析の入

門書である．著者の長年の講義経験に基づき，身

近な例題を数多く用いて，具体的にわかりやすく

解説している．また，著者の追想エピソードとし

て数量化の歴史の足跡を紹介したり，巻末に数多

くの文献を掲載したりしてあり．様々なタイプの

データ解析にかかわる学生や研究者にとって有用

な１冊である．  
 

村上 征勝（むらかみ・まさかつ） 
同志社大学文化情報学部教授 

北海道大学大学院工学研究科博士課程

退学，工学博士，統計数理研究所教授

を経て2005年4月より現職．1991年

～2006年，2009年～2011年日本行動

計量学会理事，1991 年～1993 年日本行動計量学会欧文誌編

集委員長，1993年～2002年日本行動計量学会事務局長． 

 

学会賞受賞者より 

 

林知己夫賞（功績賞）を受賞して 

東京大学名誉教授，東洋英和女学院大学前学長 

 飽戸 弘 

 

この度は，林知己夫賞（功績賞）をいただき，

たいへん光栄に存じています．  
 小生，賞というものにはあまり縁がなく，かつ

て「NHK放送総局長，特別賞」（テレビ報道の日

米比較），「日本民間連盟，足立賞」（広告効果），

「アサヒグループ学術振興財団賞」（食文化の国際

比較）など，いくつか戴いたことはありますが，

いずれもグループ研究に対するもので，個人とし

て賞をいただくのは今回が初めてで，しかも小生

が師と仰ぐ林知己夫先生の名を冠した本学会の

Flagship award ともいうべき賞を戴くことがで

き，感慨もひとしおです． 
 私の人生で，2 人の師との出会いが，その後の

研究を，人生を，変えました．お一人は，言うま

でもなく，統計数理の林知己夫先生，本学会初代

理事長，もうお一人は，社会心理学の故池内一先

生でした． 
林知己夫先生については，すでに「日本行動計

量学会 35 年記念誌」などに度々書かせていただ

きましたが，なかでも 10 年近く続いた，先生と

の社会調査の勉強会，多次元尺度解析の勉強会は，

私にとって，至福の機会でした．先生は「若い人

たちを鍛えにゃいかん」というのが口癖で，小生

の同僚やその弟子たちを加えた 3 世代研究会を，

月に一度ほどのペースで持って下さり，実際にプ

ロジェクトを進めながら，懇切に指導して下さい

ました．その成果が，「林知己夫・飽戸弘『多次元

尺度解析法』（サイエンス社1976）」や，「Chu G., 
Hayashi C., & Akuto H. (1995). Comparative 
Analysis of Chinese and Japanese Cultural 
Values, Behaviormetrika, 22(1), 1-35」などとな

っています． 
 池内先生からは，厳密な学問研究への態度，特
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に社会調査の厳しさを，体験させていただきまし

た． 
池内先生はとても寡作な方で，原稿の遅いこと

でも有名でした．林先生は「池内は，厳密な理論

志向，それを実証するための論理の道筋を厳しく

選ぼうとし，それがなかなか一次元にならないた

め，原稿が遅いのだ」とおっしゃっていました．

私が 1 週間で書いた原稿も，1 か月以上かけて手

を入れて下さり，当時手書きの原稿は，原型をと

どめないほど真っ赤でした．弟子たちの指導，特

訓にお忙しく，ご自分の原稿はさらに遅れる，と

いう状況でした． 
社会調査についても，その真摯な取り組みは，

忘れられません．ハーバード大と東大新聞研との

共同調査，「市民意識」調査は，自由回答が多く，

追求質問も多く，困難を極める調査でしたが，池

内先生は，主婦や大学生などの調査員に対する説

明会をまる2日かけ，研究目的の解説，追求質問

の仕方など，懇切に，徹底的に訓練されました．

その成果が，名著，「池内一（編）『市民意識の研

究』（東京大学出版会，1974）」，となりました． 
今回の受賞は，林知己夫，池内一，両先生に，

めぐり会え，薫陶を得たおかげと，心から感謝し

ています．  
小生の研究は，ある意味では「応用社会心理学」

とでもいうべき領域で，現実のさまざまな問題，

投票行動，選挙キャンペーン，消費者行動，広告

効果，世論，メデイア研究，ニューメデイアの動

向，などについて，社会調査でデータを収集し，

統計分析により知見を得て，社会に，企業に，提

言して行く，というものです．企業，マスメデイ

ア，官庁などの現場の研究者の方々との共同研究

がほとんどでした．    
従って研究費にはこうした産学協同，官学連携

のおかげで大いに恵まれましたが，一方，貴重な

発見，知見が，企業秘密などで公表できないこと

が多く，残念な思いをしたものでした．できるだ

け研究成果の一部でも学会発表や論文として公表

できるよう，スポンサーと交渉しながら業績を蓄

積してきました．  

今後も，若い方々と共に，こうした学会と社会

との連携のため，大いに尽力したいと思っていま

す． 
飽戸 弘（あくと・ひろし） 
東京大学名誉教授，東洋英和

女学院大学名誉教授・前学長 
東京大学教育学部卒業．東京大学新

聞研究所助教授（社会心理学），文学

部助教授，教授を経て，東洋英和女

学院大学教授，学長．2006年～2012

年日本行動計量学会理事長．2012年～社会調査協会理事長． 

 

 

林知己夫賞（優秀賞）を受賞して 

大学入試センター 研究開発部 荘島 宏二郎 

 

この度は栄えある賞をいただき，本当にありが

とうございました． 

これからも行動計量学会に貢献してまいりま

す．これまでに学会で出会った全ての方に感謝し，

皆様に受けたご恩は，後進の研究者や地域，国に

ご恩返ししてまいります． 

荘島 宏二郎 

（しょうじま・こうじろう） 

大学入試センター研究開発部 

准教授 

2004 年早稲田大学大学院文学研究科

博士後期課程退学．博士（工学）（東京

工業大学）．2002 年 10 月より大学入

試センター研究開発部助手．2007年9月より同准教授．2009

年 4 月より東京工業大学大学院社会理工学研究科連携准教授

を兼任． 

 

 

肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して 

 信州大学 人文学部 岡本卓也 

 

この度は，このような栄えある賞を賜り真に光

栄に存じます．改めまして，日ごろからご指導い

ただいております，関西学院大学社会学部藤原武
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弘先生，また今回の受賞にあたり温かい評価をし

ていただきました諸先生方に深く御礼申し上げま

す．私にとって行動計量学会や，機関誌である『行

動計量学』，『Behaviormetrika』は最先端の知見

を多く学ばせてもらうための存在で，そもそも自

分の研究を掲載していただけるとも思っておりま

せんでした．そのため，受賞の連絡をいただいた

ときには，誰かに出すメールが何かの手違いで僕

に届いたのでは！？と本気で思っていました．折

しも所属が代わったばかりでしたので，そもそも

変更届を出していたかな…とそんな不安すら覚え

ていました．総会資料で自分の名前を見つけ，は

じめて実感を持つことが出来たというのが実情で

す． 
本論文の内容は，写真投影法といわれる手法を

用いて，大学生の所属意識を測定するというもの

でした．写真投影法は，調査対象者にカメラを渡

し，教示を与え写真を撮ってもらい，そして写真

に撮られたものから環境と個人の心理的世界を把

握，理解しようとする方法です．これを用いた研

究では質的なレベルでの分析が多く妥当性の問題

などが指摘されていましたので，本研究では質問

紙調査を平行して行うなど，妥当性の確保を検討

しました． 
実は，私たちの研究チームでは，約 10 年前か

ら写真を用いた調査を試みていました．本研究で

扱った社会的アイデンティティの測定以外にも

様々な形で調査を実施しており，本研究はその１

つの成果といえます．石の上にも三年，あるいは

桃栗三年柿八年，といったりもしますが，10年で

ようやく稔った一つの作品だと思うと，このよう

な形で評価していただけたことの喜びも一入です． 
本賞は，これまでの研究成果に対する評価とい

うよりは，今後に対する期待を込めてのものだと

理解していますが，写真投影法という測定法も方

法論としての緒についたことを示せたにすぎない

ように思われます．その期待を裏切らぬよう，今

後も研究に励む所存です． 
 
 

岡本 卓也（おかもと・たくや） 

信州大学人文学部准教授 

関西学院大学大学院社会学研究科単

位取得退学，博士（社会学）．関西学

院大学社会学部助教，同准教授を経

て，2012年4月より現職． 

 

 

 

肥田野直・水野欽司賞（奨励賞）を受賞して 

愛知学院大学 心身科学研究所 佐部利真吾 

 

この度は，肥田野直・水野欽司賞（奨励賞）と

いう栄えある賞を賜りましたことを，大変光栄に

存じます． 
私は学部を心理学科で学び，大学院の修士課程

では生理心理学を専攻し，その後博士課程で計量

心理学の分野に進んで2年目に本学会に入会しま

した．このように計量の分野に進んだのが遅かっ

たため，初めて大会に参加し発表した際は，統計・

計量分野の学会がどのようなものか想像がつかず，

また知り合いの先生がほとんどいない中でとても

緊張したことを覚えています．その後は徐々に慣

れていき，知り合いの先生も増えていきました． 
学部生の頃から統計に関する事柄に少なから

ず興味をもっていましたが，SPSSやSASを用い

て既成の手法を利用していたときは，分析の概要

はわかっていても，その中身はブラックボックス

のままでした．それが非対称多次元尺度構成法の

方法について考えるようになり，ブラックボック

スだったものを自ら組み立てていくようになると，

いろいろと新しいことが見えてきてとても新鮮で

した．特に実際の現象に適用した際の振る舞いを

見ることは，その現象について再考するきっかけ

にもなりました．また，方法の中でモデル選択を

行っていますが，複数の現象に適用していく中で，

モデルと現象の関係について深く考える必要性を

感じています．そのモデルがその現象とどのよう

な整合性をもつのか，その現象に応じたモデルの

改変や新しいモデルの構築の必要があるかなどを，
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現象に対する洞察を行いながら考えていきたいと

思います． 
最後に，博士課程での指導教官である愛知学院

大学の千野直仁先生をはじめ，これまで多くの先

生方に大変お世話になりお力を賜りましたことを，

この場をお借りして深く感謝申し上げます． 
佐部利 真吾（さぶり・しんご） 
愛知学院大学心身科学研究所

嘱託研究員 

愛知学院大学大学院文学研究科心理

学専攻博士課程満期退学．博士（文

学）．2006年4月～2009年3月愛知

学院大学心身科学部実験助手． 

 

 

杉山明子賞（出版賞）を受賞して 

統計数理研究所 データ科学研究系 黒木 学 

 

この度は第二回の杉山明子賞（出版賞）を頂き，

大変光栄に存じます．栄誉ある杉山明子賞（出版

賞）受賞という日本行動計量学会からの思いもか

けぬ吉報に，驚きとともに身が引き締まる思いが

しています．この賞を受けることを日本行動計量

学会会員のみなさまに感謝しております． 
今回の受賞対象となった「統計的因果推論―モ

デル・推論・推測―」（共立出版）ですが，これは

Judea Pearl著 "Causality: Models, Reasoning, 
and Inference"(Cambridge University Press)の
1st Edition+αとして翻訳されたものです． 翻訳

に費やした時間はおおむね 1 年半ほどでしたが，

翻訳作業を開始してからはほとんど不眠不休の状

態で，研究もほったらかして平日は講義の時間以

外は大学図書館に，休日は昼食もとらずに市立図

書館に一日中こもる日々が続いたことを思い出し

ます．翻訳作業も終盤に差しかかったところに，

Pearl 先生から， Chapter 11 まで加えて 2nd 
Edition と同じ内容にしてはどうかという大変魅

力的なご提案がありました．しかし，時間的な制

約や著作権の問題が生じるとの理由から， Pearl
先生のご提案については断念することとなりまし

た．その折衷案というわけではないのですが，

Pearl 先生が強調しておきたい項目が“+α”とい

う形となって翻訳書に加わっております．時折，

1st Edition の翻訳だとおっしゃる方にお会いす

ることがあるのですが，このような経緯もあり，

個人的には 1st Edition と 2nd Edition の中間

(1.3rd Edition?) くらいに位置づけされる翻訳書

だと考えております．（私自身，理解しているとは

言い難いのですが）統計的因果推論に対する

Pearl 先生の考え方を誤解している方を時折見か

けることがあります．そのような方には翻訳書を

足掛かりとして原著を熟読していただけると大変

うれしく思います（翻訳書の前書きにも書かせて

いただきましたが，Causality は原著で読む教科

書です）．また，Pearl先生流の統計的因果推論を

本格的に勉強したいという方もいらっしゃるかと

思いますが，そのような方にとって本書が少しで

もお役にたてれば翻訳者としては望外の喜びです． 
原著の翻訳を終えたときには“二度と翻訳なん

かするものか”と思っておりましたが，こうして

振り返ってみるとたいへん素晴らしい機会に恵ま

れたものだと思います．原著の翻訳という思いも

よらないご提案をしていただいた Pearl 先生(先
日，Pearl先生のブログhttp://www.mii.ucla.edu/ 
causality/で本出版賞受賞のことがアナウンスさ

れました)，翻訳の機会を与えていただいた共立出

版の信沢孝一氏，数多くの誤訳を指摘しただけで

なく日本語表現までご提案いただいた日本イーラ 
 

Judea Pearl（著），

黒木学（訳）『統計的

因果推論－モデル・

推論・推測－』共立

出版，2009年2月． 
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イリリーの蔡博士，読者の立場から翻訳にご協力

いただいた京都大学医療統計学分野のみなさま，

そして統計的因果推論研究を進めるにあたって多

くのアドバイスをいただいた東京工業大学の宮川

雅巳教授と京都大学の佐藤俊哉教授に心より感謝

したいと思います．  
最後になりますが，日本行動計量学会の大会に

参加するのは実に8年ぶりのことでした．これま

では参加するタイミングを逃しておりましたが，

今回の受賞を機会に微力ながらも行動計量学のさ

らなる発展に寄与できるような努力していきたい

と考えております．今後とも，みなさま方の益々

のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げま

す． 
黒木 学（くろき・まなぶ） 
統計数理研究所データ科学 
研究系准教授 
東京工業大学大学院社会理工学研究

科修了．工学博士．2011年9月より

現職． 

 
 

 

杉山明子賞（出版賞）を受賞して 

トロント大学名誉教授 西里 静彦 

 

光栄ある賞をいただき，多くの方々の御厚意の

賜物に至上の幸せを感じています．在職中は北米

の大学が最も忙しい時の行動計量学会の集いには

参加できず，退職後も2001年には9.11事件で出

席をはばまれ，結局新潟県立大学での素晴らしい

学会が最初の出席となりました．ここで眼にした

多くの研究は私の理解を遥かに上回るもので，日

本行動計量学会「強し，その将来明るし」という

感を強くしました．今回は多くの皆様のほか，

1961 年ともに大志を抱いて留学した池田央先生

や，一度は拝顔したいと願っていた飽戸弘先生に

も会うことができ，私にとっては最高の学会でし

た． 
 今回受賞の対象となった「行動科学のためのデ

ータ解析」（培風館，2010）は関西学院大学の八

木昭宏教授，成田健一教授の後押しがあって書い

たもので，数量化に携わった私の一生の思いをま

とめました．本学会の皆様は別として，一般の学

生には「数量化」の意味がなかなか伝わりません．

たとえば「年齢」と「体力」の関係は逆Ｕ字関数，

しかし年齢と体力をリッカート得点（1, 2, 3,...)  
で示してピアソンの相関を計算すると，それは 0
に近いでしょう．しかし，両者には確固とした非

線形関係があります．線型関係の測度ピアソンの

相関係数 は，彼が normal correlation といって

いるように，両変数が正規分布でなくては一般に

は解釈出来ません．いま相関の自乗値を情報と定

義しますとデータから最大の情報を捉えようとい

うデータ解析の使命を達成するには，通常リッカ

ート得点の変換が必要です．リッカート得点のよ

うにデータ収集前に数値を導入することは，最大

の情報を取り出す目的には適いません．それには

データ収集後データへの回帰としてデータに最も

適した得点を割り出すべきです．これが数量化で

す．データ収集前に決めたリッカート得点はデー

タとは無関係であるといってよいでしょう．デー

タへの回帰としての数量化にはデータ行列の行，

列間に対称（双対）性がありますので，私はそれ

に「双対尺度法」という名前をつけました

（Nishisato, 1980) ．この観点から様々なカテゴ

リーデータの解析法を例題を用いて説明したもの 
 

西里静彦著『行動科

学のためのデータ

解析：情報把握に適

した方法の利用』培

風館，2010年7月． 
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が本書です． 
 社会調査などでは，リッカート得点をそのまま

解析するのが常套手段で，これでは多次元解析を

したところで，データに含まれる僅かな線型関係

のみの解析に終わりますが，データから最大量の

情報を引き出すことを薦めた本書の目的は，果た

してどこまで実行されるのでしょうか．遅ればせ

ながら，現在Rで数量化のプログラムを準備中で，

一年以内にはインターネットに載せたいと思って

いますので，その利用により一般の事象には線型

の関係より非線形の関係が遥かに多いことを体験

して欲しいと思っています．本書は数学的にはき

わめて初歩的なもので，大学生なら誰でも理解で

き，同時に現在の数量化の諸問題を取り上げ，そ

の他の多くの人にも役立つことを目指しています． 
 最後にまとめとして，僭越ながら Hotelling，  
Hirschfeld (Hartley)，Guttman，Horst，林知己

夫，Benzécri，Olkin，高根芳雄，Bock，Gower，  
Mirkinなどとの私の対面，挿話を交え，行動計量

学会の皆様の貢献も挙げて数量化の一世紀余にわ

たる詳しい歴史をまとめました．御愛読願えれば

至上の喜びです． 
 

西里 静彦（にしさと・しずひこ） 

トロント大学名誉教授 

1959年北海道大学文学部実験心理学卒

業，1961 年同修士終了，1966 年ノー

スカロライナ大学 （UNC）卒業（PhD）．

マッギル大学（1966～67），トロント大

学兼オンタリオ教育大学院大学

（OISE）（1967～2000）．トロント大学名誉教授．国際計量

心理学会前会長，サイコメトリカ前編集長，アメリカ統計学

会フェロー，行動計量学会名誉会員，同功績賞，UNC心理学

同窓会Distinguished Alumnus．英書6冊，和書5冊．専門：

双対尺度法． 

 

 

 

 

 

名誉会員の選出について 

 名誉会員として下記のお二人の方が本年度9月

15日の総会にて承認されました． 
・後藤 昌司 名誉会員(特定非営利活動法人・医学

統計研究会・理事長) 
・宮原 英夫 名誉会員(豊橋創造大学・保健医療学

部・教授) 
 詳細は，「名誉会員担当理事より」（p.12）をご

覧ください． 

 
 

第二回印東太郎賞受賞のお知らせ 

学会員の星野崇宏氏が第二回印東太郎賞を受

賞されました．下記の要領で，賞授与式・受賞記

念講演会が開催されました．次号の会報で，受賞

の言葉を掲載予定です． 
日時：2012年10月6日（土）16：30～18：00 
会場：東京都港区三田2-15-45 慶應義塾大学 
三田キャンパス東館６階G-SEC Lab 

受賞者：星野 崇宏（ほしの たかひろ）氏 
（名古屋大学大学院経済学研究科） 
賞の趣旨：故印東太郎(いんどう たろう）慶應義

塾大学名誉教授・カリフォルニア大学名誉教授

の業績を記念して 2010 年に設立されました．

生前に関係の深かった日本色彩学会，日本基礎

心理学会，日本行動計量学会，日本認知心理学

会からの推薦を受けて，選考委員会が授賞者を

決定するものです． 
受賞者紹介：星野崇宏氏は計量心理学，統計科学

とそのマーケティング・サイエンス，行動経済

学への応用を行っておられる気鋭の研究者で

す．方法論の研究としては因子分析モデルや項

目反応理論，選択バイアス，離散選択モデルの

研究を中心に活躍しておられ，計量心理学にお

いては多くの学術誌，国際大会において発表さ

れ，欧米の研究者からも注目されておられます． 

日本行動計量学会会則第5条 

（3）名誉会員 行動計量学の発展に功労のあった

者で，理事会が推薦し，総会の承認を得た者 
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編集委員会からのお知らせ 

編集委員長兼和文誌編集委員長 林 文 

 

この度，和文誌編集委員長が交代し，編集委員

長が兼任することになりました．これに伴い，和

文誌『行動計量学』の新しい投稿先は 

〒162-0801 
東京都新宿区山吹町358-5アカデミーセンター 

日本行動計量学会 和文誌編集委員長 林文 

jbehaviormetrics@gmail.com 
となりました． 

 

運営委員会より 

運営委員会委員長 大森 拓哉（多摩大学） 
 

平成24年度研究部会の採択結果 

平成24年度研究部会として，以下の研究部会

（継続1件）が採択されました． 
＜地域部会＞ 
○行動計量学会岡山地域部会 
代表：山田 剛史（岡山大学） 
連絡先：山田 剛史 
〒700-8530 岡山市津島中3-1-1 
岡山大学 大学院教育学研究科 
Tel : 086-251-7717 
E-mail: tyamada@cc.okayama-u.ac.jp 

 

平成25年度研究部会の募集 

日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは

かるため，研究部会を設け，活動経費の助成を行

っています．研究部会には，一定地域での研究推

進活動や研究普及活動を主な目的とする地域部

会，および，オリジナリティーに富んだ研究成果

を挙げることを目的とする研究グループがあり

ます．活動経費は，地域部会については1部会上

限5万円程度，研究グループは1部会5万円（採

択件数は優れた研究計画若干）です．地域部会に

ついては，都心部から東京近郊までを主たる活動

地域とする部会を考えておりません．平成25年

度の研究部会の募集を下記要領で行います．なお，

採否の審査結果は，4月初旬にお知らせする予定

です． 
○提出書類（下記の内容を電子メールにてお送り

ください）： 
(1) 地域部会：研究部会名，代表者，参加予定者

（会員・非会員別），助成希望金額，活動予定

（この順序で書くこと） 
(2) 研究グループ：研究部会名，代表者，参加予

定者（会員・非会員別），研究計画，活動予定

（この順序で書くこと） 
○応募締切：2013年1月31日（木）必着 
○送付先（問合せ先）： 
日本行動計量学会運営員会委員長 大森拓哉 
E-mail: ohmori@tama.ac.jp 
なお，研究部会に関する規約はWeb ページ 

http://www.bsj.gr.jp/bukai/bukai.pdf 
をご参照ください． 
 
第15回春の合宿セミナーのご案内 

日時：2013年3月29日（金）～30日（土） 
場所：東海大学高輪キャンパス 
オーガナイザー：山本 義郎（東海大学） 

大森 拓哉（多摩大学） 
詳細に関しては，別途お知らせをご覧ください． 
 

第40回大会チュートリアルセミナーのご報告 

橋本 貴充（大学入試センター） 

日本行動計量学会第40回チュートリアルセミ

ナーが以下のとおり開催されました． 
日時：2012年9月13日(木) 13:00～15:30 
会場：新潟県立大学 
テーマ：構造方程式モデルによる因果推論：因果

構造探索における 最近の発展 
講師：清水 昌平（大阪大学） 
司会：植野 真臣（電気通信大学） 
参加人数：39名 
 因果推論の第一人者である清水昌平先生（大阪

大学）を講師にお迎えし，構造方程式モデルによ

る因果推論の基礎知識と，因果構造探索の最新の

研究動向について，わかりやすくお話し頂きまし

た． 
質疑応答時間には熱心な受講者の方から活発

な質問を数多く頂き，大変な盛り上がりをみせ，

有意義なセミナーとなりました． 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 135 号                                 2012 年 12 月 1 日 

11 

最後になりましたが，講師の先生をはじめご参

加くださりました方々に感謝申し上げます． 
 
第97回行動計量シンポジウムのご報告 

「新学習指導要領と大学入試について」 
山田 剛史（岡山大学） 

「新学習指導要領と大学入試」をテーマに設定

し2012年10月25日（木）に，岡山理科大学で

第97回行動計量シンポジウムを開催いたしまし

た．本シンポジウムは，2002年度から日本行動

計量学会の地域部会として活動している「行動計

量学岡山地域部会」と岡山理科大学地域分析研究

会および岡山統計研究会との共催で行いました．

シンポジウムは，二部構成で行いました．第一部

では，入試データについての統計的解析を基に，

大学入試制度が高校教育に及ぼす影響をテーマ

とした講演を倉元直樹先生にお願いしました．第

二部では，新しい高等学校学習指導要領の下での

大学入試をテーマとしました．平成27年度入試

から始まる新学習指導要領に基づく大学入試は，

現在どのような準備状況となっていのか，それが

高校におけるカリキュラム編成にどのような影

響を与えているのか，入試・教育評価を専門とす

る研究者と，進路指導の豊富な経験をもつ高等学

校教諭を話題提供者に招きました．話題提供後は，

フロアからの様々なコメントをもとに，非常に有

意義な議論と意見交換がされました．参加者は，

日本各地から，岡山を中心として計60名強の参

加があり，全体としても活発に議論がなされ有意

義なシンポジウムとなりました． 
講演者とタイトルは次の通りです． 

「第一部」 
・倉元直樹（東北大学高等教育開発推進センタ

ー）：数値で読み解く「高校教育に与える大学

入試の影響」 
「第二部」 

・倉元直樹（東北大学高等教育開発推進センタ

ー）：「入試制度の変更の「スケジュール問題」

…その後」 
・荒木隆（群馬県立前橋高等学校）：新学習指導要

領下での「数学と理科の連携」 
・守本哲也（岡山県立玉野光南高校）：新教育課程

と大学入試－「不易」と「流行」の狭間で 

広報委員会より 

広報委員会委員長 松本 渉（関西大学） 

 

広報委員会委員メンバーの追加について 

2012年度日本行動計量学会第3回理事会（2012
年度9月14日開催）におきまして，下記の委員（イ

ンターネット小委員会）の追加が承認されました． 
・齋藤 朗宏（北九州市立大学経済学部） 

 

学会Webページの整備 

引き続き Web ページの整備を進めています．

10 月 5 日には，「大会・シンポジウム等」のペー

ジ（http://www.bsj.gr.jp/event/index.html）の更

新を行いました．当該ページでは，事務局から情

報提供を受け，日本行動計量学会が協賛している

「協賛イベント」を随時掲載するようにしました． 
 

メールニュースの配信 

 メールニュースの配信状況は下図の通りです．

上半期においては，7 月を除き，前年度の配信数

を上回っています． 
 

 

その他の広報活動 

数年前から広報委員会では，学会大会の宣伝活

動を組織的に行っています．第40回大会について

も，他学会のメーリングリストでの案内やWEB
での掲載を可能な限り行いました． 
 皆様の加入されている学協会で，本学会の行事

をご案内できる場としてお薦めのものがございま

したら，広報委員会までご連絡ください．今後の

広報活動の参考にさせて頂きます． 
 

（配信数） 
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名誉会員担当理事より 

名誉会員担当理事 足立 浩平 (大阪大学) 

 

 理事会では，名誉会員として，行動計量学会の

発展に功労のあった後藤昌司氏と宮原英夫氏が推

薦され，本年度 9 月 15 日の総会にて承認が得ら

れました．両氏のご功労の一端を次に記します． 
後藤 昌司 名誉会員 

現在，特定非営利活動法人・医学統計研究会・

理事長．ご専門は，医学統計学・人間学であり，

著書「多変量データ解析法」(科学情報社) をはじ

めとして，多数の論文・著書を執筆されている．

日本行動計量学会では，長年に渡って理事などの

役員をつとめ，1983年～2003年に和文誌編集委

員として尽力されるなど，行動計量学会の発展に

大きく功労され，1989年には，功績賞を受賞され

ている． 
宮原 英夫 名誉会員 

現在，豊橋創造大学・保健医療学部・教授．ご

専門は，医学データ処理 ，心電図不整脈のコンピ

ュータ診断であり，著書「医学統計学」(朝倉書店) 
をはじめとして，多数の論文・著書を執筆されて

いる．日本行動計量学会では，長年に渡って理事

などの役員をつとめ，1974年～1985年に和文誌

編集委員，1974年～1994年に欧文誌編集委員，

1988年～1991年に欧文誌編集委員長として尽力

されるなど，行動計量学会の発展に大きく功労さ

れ，1990年には，功績賞を受賞されている． 
 
 

学会協賛イベントについて 

事務局長   菊地 賢一（東邦大学） 

 
承認日 協賛イベント 開催年月日 

2012年 
8月31日 

第5回国際デザ

イン学会連合国

際会(IASDR 
Congress 2013)  

2013 年 8 月 26
日～30日 

2012年 
9月26日 

第 32 回医療情

報学連合大会  
2012年11月15
日～17 日(14 日 
プレコングレス)

（2012年8月～10月承認のもの） 

統計関連学会連合からのご報告 

統計関連学会連合担当理事 
渡辺 美智子 （慶應義塾大学） 

 
文部科学省大学間連携共同教育推進事業『データ

に基づく課題解決型人材育成に資する統計教育

質保証』について 

 文部科学省の平成 24 年度大学改革推進等補助

金（大学改革推進事業）大学間連携共同教育推進

事業(Program for Promoting Inter-University 
Collaborative Education)に，以下に挙げる 8 大

学，統計関連の6学会，統計教育を支援する外部

ステークホルダー8 団体が連携して申請した標記

のプロジェクトが9月3日に選定されました． 
本年10月1日より平成28年度末までの5年間に

渡るプロジェクトで，支援額は，各年度 6600 万

円(予定)です．これは，大学等高等教育における

統計教育の推進と発展のための一つの重要なステ

ップとなるプロジェクトで，日本行動計量学会会

員を始め統計関係者の協力が期待されています． 
 
連携大学：東京大学，大阪大学，総合研究大学院

大学，青山学院大学（代表校），多摩大学，立

教大学，早稲田大学，同志社大学 

連携団体：統計関連学会連合（応用統計学会，日

本計算機統計学会，日本計量生物学会，日本行

動計量学会，日本統計学会，日本分類学会） 

外部ステークホルダー８団体：大学入試センター，

日本アクチュアリー会，日本科学技術連盟，日

本銀行，日本経済団体連合会，日本製薬工業協

会，日本統計協会，日本マーケティング・リサ

ーチ協会 

 

 大学間連携共同事業の目的は，国公私立の設置

形態を超え地域や分野に応じて複数の大学が相互

に連携し社会の要請に応える共同の教育・質保証

システムを構築することです．文部科学省では，

応募の中から優れた取組を選定し重点的な財政支

援を行うことで，教育の質の保証と向上，強みを

活かした大学の機能別分化の推進を図っています． 
日本の大学には海外では数多く存在する統計学部

や学科が一つもないという状況で今日のビックデ
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ータ時代を迎え，社会におけるデータアナリティ

ック人材育成に大きな支障をきたしています． 
国際競争力の観点からも，日本の大学で統計教育

を体系的に充実しなければならず，そのため，本

取組みでは，「統計教育大学間連携ネットワーク」

を組織して，課題解決型人材育成のための標準的

なカリキュラムコンテンツと教授法を整備し，さ

らに統計関連学会及び業界団体等の外部団体を加

えた評価委員会による教育効果評価体制を構築す

ることによって，統計教育の質保証制度を確立す

ることを目指しています．この実現のため，8 大

学関係者に止まらず，日本行動計量学会を含め統

計関連の6学会から推薦された運営委員会，カリ

キュラム策定委員会，質保証委員会，プロジェク

トの評価を担う外部評価委員会，海外の統計教育

研究者による国際アドバイザリーボードが設置さ

れました．プロジェクトの終了後，開発された教

材コンテンツ等の成果は一般に公開され，日本の

大学教育に有効利用される予定です．詳細は，

http://www.jinse.jp/ を参照下さい． 
 
 
平成 27 年度からの国立大学の個別学力検査にお

ける数学の出題範囲に関する要望書 

 日本行動計量学会理事長を含む統計関連６学会

の会長および連合理事長名で，平成 27 年度から

の国立大学の個別学力検査における数学の出題範

囲に関しての標記の要望書が，国立大学協会会長

に 10 月 8 日付で提出されました．内容は高校の

数学Bの「確率分布と統計的な推測」の項目につ

いて，一部の国立大学が既に公表しているような

“出題範囲からの除外”をやめてほしいというも

のです．要望書の詳細は，  
www.jss.gr.jp/ja/info/PDF/20121008.pdf 

で参照できます． 
今後，私立大学協会にも同様に提出される予定

です． 
 
 
 

2012年度統計関連学会連合大会の報告(概要) 

運営委員会委員長    瀬尾 隆(東京理科大学) 
実行委員会委員長    水田 正弘(北海道大学) 
プログラム委員会委員長 宿久 洋(同志社大学)  

 
2012年9月9日（日）から12日（水）におい

て，2012年度統計関連学会連合大会が開催され無

事に終了することができました．2012年度統計関

連学会連合大会は，統計関連学会連合の６学会（応

用統計学会，日本計算機統計学会，日本計量生物

学会，日本行動計量学会，日本統計学会，日本分

類学会）の共催，学際大規模情報基盤共同利用・

共同研究拠点の後援により行われ，9 日はチュー

トリアルセッションおよび市民講演会を「かでる

２・７」（札幌市中央区）で，10 日からは北海道

大学高等教育推進機構（札幌市北区）にて盛大に

開催されました． 
初日に大雨による交通機関の乱れがありまし

たが，参加者総数824名，発表件数368件を数え

ました．講演数の内訳は，大会特別セッション 5
件，企画セッション 84 件，一般セッション 248
件，コンペセッション 27 件，デモンストレーシ

ョン4件でした．また，一部の企画セッションを

北海道大学情報基盤センターおよび文部科学省と

の共催セッションとしてワークショップを開催し，

23件の講演がありました．懇親会はサッポロビー

ル園で行われ，例年にないほど多くの申し込みが

あり，満席となる200名の出席があり，盛会でし

た．講演者，座長，企画セッションオーガナイザ

ー，出席者の皆様に感謝申し上げます． 
本連合大会は，実行委員，プログラム委員，運営

委員など無償のボランティアで運営されています．

また，今年度も各委員の負担軽減のため，事務局

業務の外部委託を行っております．皆様のご理解

をいただければ幸いです．最後に，大会実行委員，

プログラム委員および運営委員の積極的なご協力

を得て，大会の円滑な運営を行うことができまし

た．この場を借りて，各委員の皆様と北海道大学

のアルバイト学生の皆様，そしてご協力いただい

た多くの関係者の方々に心から御礼申し上げます． 
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日本行動計量学会第41回大会のお知らせ 

 
大会実行委員長       
菊地賢一（東邦大学理学部） 

 
来年度の第41回大会は，下記の通り開催いたし

ます． 
 
日時：2013年9月3日（火）～6日（金） 
場所：東邦大学習志野キャンパス 

（千葉県船橋市三山2-2-1） 
大会実行委員長：菊地賢一（東邦大学理学部） 
アクセス：http://www.sci.toho-u.ac.jp/access 

map/index.html 
 
この度，第41回大会を東邦大学の習志野キャ

ンパスで開催させていただくこととなりました．

東京近郊での開催は，2010年の埼玉大学での開催

以来，3年ぶりの開催となります．千葉県内での

開催は，1996年の幕張メッセでの開催以来となり

ます． 
東京にお住まいの方には，東邦大学と言えば，

蒲田にある医学部と付属病院（大森キャンパス）

をご存知の方が多いと思いますが，大会は千葉県

船橋市にある習志野キャンパスで開催されます．

理学部に入学する学生にも，まれに，東京にある

と思い込んで受験してしまう学生がいるようです

ので，皆様，ご注意ください！ 
さて，習志野キャンパスは，住所は船橋市です

が，習志野市との境界に位置しておりまして，習

志野市と言った方が良い場所です．JR総武線津

田沼駅からバスで10～15分，京成本線京成大久

保駅から徒歩で10～15分の立地です．かつては，

2011年までNHKで放送されていたドラマ「坂の

上の雲」で取り上げられた騎兵第1旅団の置かれ

ていた土地柄です．ご興味のある方は，習志野と

いう地名の由来とともに，お調べいただいてから

お越しいただくと楽しめるかもしれません． 
大会開催期日以外の各種申し込み期限などの

スケジュールは未定ですが，例年同様に，特別セ

ッションの企画募集の後，一般研究発表の募集を

行う予定です．多くの皆様のご発表，ご参加を心

よりお待ちしております． 
岡山，新潟と，新幹線で行くことが可能な上，

周辺の観光も楽しめる都市での開催が続いた後の，

東京近郊での開催ということで，皆様の楽しみが

減ってしまうかもしれません．その分，東京の定

宿からなら，通勤ラッシュとは逆方向になります

ので，お気軽にご参加いただけるのではないでし

ょうか． 
今後，各種お申し込み期限などが決まり次第，

会員向けメーリングリスト，学会Webページ，

会報を使い，広報を行わせていただきます．まず

は，大会日程の2013/9/3～6だけ，お手元の手帳

やスケジュールソフトにご記載ください． 
本大会が有意義な会となるよう実行委員一同

最善を尽くし，皆様をお待ちしております．どう

ぞ，よろしくお願い申し上げます． 
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【シリーズ海外レポート①】  

シカゴ滞在記 
 
星野 崇宏（名古屋大学） 

 

2011年3月末から，2012年9月下旬までの一年

半，前半はシカゴ大学社会学部およびNational 
Opinion Research Center(NORC)，後半は同じシ

カゴのノースウェスタン大学ケロッグビジネスス

クールで在外研究をさせて頂きました．今回，会

報の新企画として松本広報委員長と中山副委員長

より，会員の海外での長期研究等の滞在記を依頼

されました．  
 

なぜ派遣先が二か所となったか 
私の所属先である名古屋大学大学院経済学研

究科ではまだ研究しやすい環境が維持されている

ものの，ご存じのように近年の国立大学法人の研

究環境悪化は悲惨なものです．その一例として若

手教員にとっては残酷な話ですが，以前国立大学

の若手教員に対して何年かのサイクルで文部科学

省から回ってきていた在外研究制度は現在は無く，

待っているだけでは何年経っても海外には行けな

くなりました．私の場合，家庭の事情があり以前

にあった海外留学のチャンスをことごとくフイに

しており，このままでは国際的な研究が出来ない

という危機感を以前から募らせていました．この

度，幸い所属先の先生方の理解にも恵まれ，研究

費を利用して当初の1年間シカゴ大学に滞在させ

て頂く予定で在外研究を開始しました．渡米後，

所属先の教員グループで応募した国の海外派遣制

度に幸運なことに採択されたため，グループでの

研究テーマに合致する派遣先としてノースウェス

タン大学ケロッグビジネススクールに移った，と

いうのが，派遣先が二か所となった所以です． 
 

前半：シカゴ大学 
まず前半のシカゴ大学社会学部およびNORC

では，Web of Scienceを提供しているThomson 

Reuters社が定義するHighly cited researchersに
日本人の社会科学者として挙げられた3名の一人

（他は林文夫，野中郁次郎両先生）であり，生存

時間分析の大家，近年ではワークライフバランス

や少子化の社会経済学的な研究でも活躍されてい

る山口一男先生，そして階層データ分析とそれを

利用した教育科学研究で著名なRaudenbush先生，

そ の 奥 様 で Developmental Psychology や

Journal of the American Statistical Association 
(JASA)など多分野にわたり論文を書かれている

Hong先生にホストとなって頂きました．山口一

男先生とはパネルデータの統計解析モデルについ

て，またHong先生には階層データでの因果推論

モデルについてご指導を頂いて論文を書き上げ，

現在投稿中です．いずれその成果を国内でも発表

できる機会があればと思います．山口一男先生は

私が在外研究を開始した時点で社会学部長をされ

ていましたが，ご多忙の中ミーティングを何度も

持って頂き，毎度その指摘の鋭さや視点の大きさ

には驚嘆させられました． 
教育分野に関心のある方はご存じかもしれま

せんが，前ブッシュ政権で成立したNo Child Left 
Behind法以来，実証データに基づいて教育改革を

行うという基本方針が現オバマ政権でも維持され

ています．結果として社会科学全体の中でも教育

するニーズが強くなり，Raudenbush先生も大規

模調査研究を指揮し，全米中を講演して回るなど 
 

 
上：重厚な建築のシカゴ大学キャンパス 
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統計学や計量的な教育評価，教育社会学研究に対

大変多忙に過ごされています．そのため研究は実

質的にHong先生にご指導頂きましたが，同大学

の社会学・経済学・医学・心理学など様々な分野

の計量系の研究者が参加するクローズドな研究会

にも参加させて頂き，大変刺激になりました． 
またシカゴ大学では統計学部やビジネススクール，

コンピュータサイエンス学部などで開催された

様々な講演を聴講できたのも良かったです．計量

経済学者でノーベル経済学賞受賞者のHeckman
教授が研究会で何度かすぐ近くに座った時は緊張

しました．但し当人は女性秘書にメモを取らせ，

興味のある部分だけ鋭いコメントを放ち，あとは

スマートホンをいじるリラックスぶりでしたが

（笑）． 
 
後半：ノースウェスタン大学 

2012年になりノースウェスタン大学ケロッグ

ビジネススクールのマーケティング部門に客員研

究員として移りましたが，そこでの受け入れ教員

は Psychometric society の President や

Psychometrika の Editor も 歴 任 さ れ た

Böckenholt教授で，離散選択モデルの計量心理学

モデルやそのマーケティング，消費者行動への応

用を専門とされており，JASA，Journal of 
marketing research，Journal of experimental 
psychologyなど一流誌に多数論文を執筆されて

います．Böckenholt教授にもご多忙の中定期的に

打ち合わせをして頂きましたが，私から研究開始

時に出したいくつかの研究プランについては厳し

い指導が入り，オリジナルかつ面白く，また時期

に適した研究をいかに考えることが難しいかを改

めて考えさせられました．ここでは彼とその院生

が有する大規模かつ極めて貴重なデータを解析さ

せて頂き，私の解析結果が面白いとのことで，第

一著者として論文を書かせて頂くチャンスも得る

ことができ有難かったです． 
ノースウェスタン大では，ペンシルヴァニア大

のFader教授やハーバード大のGupta教授など，

マーケティング・サイエンスではだれもが知って

いる大家が講演され，着眼点の良さ，プレゼンの

うまさ，ユーモアセンスなど勉強になりました． 
ここのマーケティング部門は毎年様々なラン

キングでトップの評価を受けていますが，それは

研究レベルが高いだけでなく，近代マーケティン

グの枠組みを作った研究者の一人で，経営学者達

の投票で毎年ハーバード大のPorter教授を抑えて

優れた学者の一位に輝くPhillip Kotler教授を擁

しているからで，革ジャンを着て颯爽と闊歩する

彼には80歳と思わせないパワーを感じました． 
また，ノースウェスタン大学の経済学部門には

日本人の研究者や院生が大勢在籍しており，特に

気鋭の実証系研究者である渡辺安虎先生のグルー

プにはお世話になりました． 
客員研究員として在籍させて頂いただけでな

く，ビジネススクールのMBAの講義に参加させて

頂いたことも大変得難い経験となりました．参加

している学生は実務を経験してきており，加えて

職を辞めて高い学費を払って在学しているだけあ

って，日本では考えられないほど意欲的で，授業

中も鋭い質問が絶えません．教員はその質問を利

用して学生に主体的な授業参加や課外学習を促し，

また学生が関心を持つようにケーススタディを巧

みに混ぜ（データ付きのケーススタディで解析さ

せて企業の意思決定を追体験させるなど圧巻！），

最終的には思考法も方法論もみっちりと叩き込ん

でいます．これならMBA取得者に初任給として企

業が平均して年収1200万円程度オファーするの

も，学生は2年間で学費と逸失所得合計2000万円

を教育ローンを組んでまで支払うのも当然，と納

得しました． 
残念ながら，今の日本の大学のほとんどで，こ

こまでの授業と環境を提供するのは人的にも設備

的にもリソースがなく無理だと思います．しかし，

日本の経営者も「米のMBAコースが叩き込むよう

な経営の専門家の基礎的スキル」が企業全体で不

足していること，専門家を用いないことが競争力

低下の原因の一つであると遅まきながら理解しつ
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つあるようですから，前向きに考えれば，いずれ

は国内でもこのような講義が行われる方向で大学

改革が進むのではないかと思います． 
ちなみに私が受けたマーケティングの方法論

の授業では，日本人受講者はゼロであったのに対

して韓国人が非常に多かったのですが，日本の企

業に比べてSamsungやLGはマーケティングを重

視して派遣している，またはマーケティングの

MBA卒業生を積極的に採用しているためではな

いかと推測できます．アメリカではテレビを見て

いて，「ボタンが多くて操作が分からない製品は日

本製」という日本人には笑えないジョークを何度

か聞きました．このままではJapanという単語自

体がテレビで聞けなくなる懸念も強いですが．．． 
 

 
上：ノースウェスタン大学のMBAの講義 

 
住んで初めて知ったことなど 

研究や教育力の向上という観点以外に，アメリ

カに実際に住んでいろいろと感じたことを羅列し

ます． 
 私が住んでいたのはシカゴのダウンタウンから

車で 40 分ほど離れた郊外です．シカゴというギ

ャングを想像しますが，現在のシカゴはごく一部

（残念ながらシカゴ大学周辺）を除けば治安も良

く，私の住む人口8万ほどの自治体ではこの1年

半，人が傷つく犯罪は一件もありませんでした． 

ご存じのように，アメリカでは固定資産税収に

よって自治体の教育支出の多くが決まり，教員の

給与もフレキシブルであるため，地価が高い地域

ほど良い教員が集まり，学校のレベルも高くなる

ようです．各学校のテスト平均等のアウトカムは

詳細にわたって公開されて，良い学校がある自治

体に裕福な世帯が引っ越してきて，さらに地価が

上がることになります．また税収が高い地域の自

治体のスポーツ施設や図書館，公園は非常に充実

しています．日本ではスポーツジムやカルチャー

センターにある様々な教室も自治体が運営し，住

民に安価にサービスを提供していることも，地価

をさらに高めているようです．国からの補助金が

少ないことや，地方主権の発想が強いためか，住

民自身が自分の街をより魅力的にしよう（≒地価

を上げよう）と努力しているように感じます．但

し，シカゴ南部のように逆の連鎖が起きて荒廃し

ている地域もあります． 
また住んでいて実感したことの一つに，合理性

が隅々まで行きわたっている，という感覚があり

ます．公共施設や店舗・オフィスは古い建物でも

リフォームしながら上手に活用しており，日本と

違い湿度が低いとはいえ，築 50 年程度では何の

問題も感じません．スーパーや書店，飲食店，雑 
 

 
上：近所の市立図書館 

帰国後比較のため初めて訪問し驚愕！椅子はなんと

折りたたみ．満席．なぜ勉強したい人の為の環境整

備をしないのか？  
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上：シカゴ滞在時の近所の町立図書館 

机は十分あり，無線 LAN や学習用個室も完備．窓か

らは緑あふれる風景が．文化事業だけでなくパソコ

ン教室，失業者への履歴書の書き方講座なども開催． 

 

 
上：シカゴ滞在時の近所の公園 

メンテナンスが行き届き，遊具が充実．最近行った

日本の公園では壊れた遊具が修理されず黄色いテー

プが張ってあった． 

 
貨店なども、建物のサイズや内装がかなり規格化

されています．これは少ない初期投資で出店でき，

撤退も容易だということを示しており，企業の利

益率向上にはもちろん，新規ビジネスの敷居を下

げることに役立っているようです．同様に住宅も

豪邸を除けば間取りもサイズに応じてある程度決

まっているようで，メンテナンスや，売買や賃貸

の際の価格決定が容易だとのことです． 
またモノは安く，それに比べて人的サービス，

特に専門家が関与するサービスは非常に高いとは

以前から聞いていましたが，想像以上でした． 
例えば子供の虫歯の治療費が一本500ドル！だ

ったり，外食もチップを考えると高かったと感じ

ました．一方，（円高とはいえ）食料品や衣類はそ

れぞれ日本の半額～7割といった感じでした． 
日本で昼間外を出歩いているのは高齢者と主

婦ですが，アメリカでは平日の昼でも家族連れで

ショッピングをしたり，父親が公園で子供と遊ん

だりしているのを見かけます．ここで山口一男先

生のワークライフバランスの話にも繋がりますが，

いかに日本では（多分無駄に？）労働時間が多く

休暇が柔軟に取れないか，女性の社会進出が妨げ

られているか，教育やレクリエーションへの公的

な投資が少ないか，日本製品が（無駄に？）高品

質か，公共領域への関心や公共意識が薄いか，と

いったことについて，本や統計資料で知っている

だけであるのと，実際に生活して肌で感じるので

は受け止め方に大きな違いがあるようです（注）．

もちろんアメリカ社会にも，あまりに大きな貧富

の差や人種差別など問題点は多いと思いますが，

今回，日本を相対的に見つめなおす機会を与えて

もらえたことは，今後の行動計量学者・社会科学

者としての自分の研究の方向性を考える上で大変

よい刺激になりました． 
 

在外研究を希望される若手研究者へ一言 
この企画の意図するところの一つに，他の若手

研究者に海外に積極的に出る刺激を与えるという

ものがあると思いますので，一言述べさせて頂き

ます．今や私のようにいくつかの幸運が重ならな

ければ，残念ながら国立大学の若手教員が海外で

研究するチャンスはほぼ無いと思います．在外研

究がしたければ，サヴァティカル制度と海外派遣

制度を完備する有力私立大学を目指して就職活動

をする，あるいは就職前にポスドクとして海外で

働くというのが現実的な選択肢になると思います

（文科省の推進するグローバル 30 プログラムや

リーディング大学院などの影響で，特に旧帝大で 
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上：ヘミングウェイの生家 

フロリダ・キーウェストのイメージが強いあの文豪

もシカゴ郊外の生まれです． 

 
は英語で授業ができる人を採用する可能性が高く

なっていますので，海外でのポスドク経験や海外

で学位をとった方が採用される確率が高くなって

います）．また，私のように学齢期に入っている子

供を連れて行く場合には，子供を現地校に入れる

か日本人学校かの選択を迫られます．後者を選ぶ

なら，アメリカに限れば日本人学校はニューヨー

ク，シカゴ，ロスにしかありません．シカゴは経

済学と社会学のそれぞれ「シカゴ学派」で知られ

るなど社会科学研究のメッカであるだけでなく，

郊外に住めば治安もよく非常に快適な生活が過ご

せ，また他の２地域より家賃水準は大分低いです．

また近代3大建築家のうちフランク・ロイド・ラ

イトとミース・ファン・デル・ローエの本拠地で，

彼らの設計した建築がシカゴ近郊に数多く残って

おり，また４大交響楽団の一つと言われるシカゴ

交響楽団もあること，ブルースやジャス，ハウス

ミュージックのそれぞれ発祥地の一つでありライ

ブスポットも多く，文化的刺激にも恵まれている

という点も魅力でした． 
最後にこの場を借りて，1 年半に及ぶ長期海外

出張を支援してくださった所属先の先生方，研究

前半の渡航費拠出元である JST さきがけの関係

者各位に心から御礼申し上げます． 
 

注：もちろん決して実感だけで議論することを推

奨しているわけではありません．ちなみに私が

日米で違い過ぎると感じた図書館については，

文部科学省の平成 23 年度地方教育費調査によ

ると日本の公立図書館経費は約 2280 億円，国

民一人当たりにすると1800円ほどです．一方，

アメリカの公立図書館経費はアメリカ図書館

協会の統計によると 2009 年会計年度で 11.59
億ドル，国民一人当たり39.1ドルです．従って

一ドル100円換算とすると一人当たり2倍強の

予算が割かれていることになります．ちなみに

シカゴ近郊と東京近郊で同レベルの人口の市

や町の予算を調べても，同様に2倍程度の予算

格差が確認されました．費目の詳細な分析まで

はしていませんが，アメリカの図書館では窓口

業務の大半がボランティアによって行われて

いるようなので，人件費以外の部分の格差はさ

らに広がると考えられます． 
 
 

星野 崇宏（ほしの・たかひろ） 
名古屋大学大学院経済学研究

科准教授 
東京大学大学院総合文化研究科博士

課程修了．博士（学術）・博士（経済

学）．統計数理研究所助手・東京大学

教養学部専任講師を経て，2008年4

月より現職．2009年より当学会理事． 
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理事会議事録 

 

2012年度日本行動計量学会第2回理事会議事録 

 
日時：2012 年6 月18 日（月）18：10～20：40 
場所：大学入試センター3 階視聴覚室 
議事進行 岡太彬訓理事長 
出席者 今泉忠，岩崎学，植野真臣，大森拓哉（書

記），岡太彬訓，菊地賢一，椎名久美子，

竹村和久，鄭躍軍，豊田秀樹，林文，森裕

一，森本栄一，柳井晴夫，山岡和枝，吉野

諒三，渡辺美智子，村上隆 
陪席者 藤井誠二（第40 回大会実行委員） 
 

資料 

1．2012 年度第1 回理事会議事録案 
2．第40 回大会資料 
3．平成23 年度決算 
4．平成24 年度予算（案） 
5．総会次第 
6．平成23 年度事業報告 
7．平成24 年度事業計画（案） 
8．和文誌編集委員会報告 
9．欧文誌編集委員会報告 
10．欧文誌編集委員会 委員一覧 
11．運営委員会報告 
12．資料アーカイブス委員会活動計画案 
13．広報委員会報告 
14．印東太郎賞候補者選考に関する申し合わせ

（案） 
15．科学研究費助成事業（科学研究費補助金（研

究成果公開促進費））の改善案について 
 

議事 

1. 2012 年度第1 回理事会議事録確認および承認 

菊地事務局長より，資料1 にもとづき，2012 年
度第1 回理事会議事録案が示され，修正の上，承

認された． 
 
 

2. 第40 回大会 

藤井大会実行委員より，資料2 にもとづき，大

会スケジュール，会場配置，発表件数等について

報告があった．また，特別企画セッションの内容

についても報告があった． 
 
3. 第41 回大会 

森大会担当委員長より，第41 回大会は平成25 
年 9 月 3 日～6 日に東邦大学（菊地賢一実行委

員長）において開催される予定であることが報告

された． 
 
4. 平成23 年度決算案・24 年度予算案 

菊地事務局長より，資料 4 にもとづき，平成

24 年度予算案について提案があり，総会にて承

認を得ることとなった． 
 
5. 学会賞 

今泉担当理事より，功績賞，優秀賞，奨励賞，

出版賞の候補者案が示され，承認された．また，

次年度に向けての課題も示された． 
 
6. 総会関係 

菊地事務局長より，資料 5，6，7 にもとづき，

平成 24 年度総会次第案が示され，承認された．

また，平成 23 年度事業報告，平成 24 年度事業

計画が示され，総会にて承認を得ることとなった． 
 
7. 印東太郎賞 

吉野理事より，資料 14 にもとづき，星野崇宏

氏が推薦され，承認された．また，ワーキンググ

ループからの申し合わせ案が示され，承認された． 
 
8. 各委員会報告 

・編集委員会 
豊田和文誌編集委員長より，資料8 にもとづき，

現在の投稿状況についての報告があり，9 月に第

39 巻第2 号が発刊される見込みとなった．また，

J-stage への著作権移譲について報告があり，弁

護士に相談のもと，確認することとなった． 
植野欧文誌編集委員長より，資料9 にもとづき，
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8 月には印刷入稿する予定であることが報告さ

れた．また，資料 10 にもとづき，編集委員案が

示され，承認された． 
・運営委員会 
大森委員長より，資料 11 にもとづき岡田謙介

氏，森一将氏，横山暁氏の3 名が新たに運営委員

に加わることが示され，承認された．また，今年

度研究部会についての応募状況について報告があ

った． 
・広報委員会 
森相談役より，資料 13 にもとづき，引き継ぎ

状況，学会Web ページ，メーリングリスト，SNS 
等について報告があった．また，一般企業からの

求人広告についての扱いの提案があり，広報委員

会で細則を検討することとなった． 
・資料アーカイブス委員会 
柳井委員長より，資料 12 にもとづき，活動計

画案が示された． 
・事務局 
菊地事務局長より，入会希望者の報告があり，

承認された．また，退会者の報告があった．会員

種別変更希望も報告され，承認された．会員名簿

の発行については，今年度より Web 上で更新・

閲覧が行えるようになることが報告され，印刷媒

体での配布は希望者のみとすることとなった． 
・名誉会員について担当の足立理事にかわり山岡

理事より，前回理事会で推薦された2 名の会員本

人から承諾が得られ，総会にて承認を得ることと

なった． 
 
9．その他 

・統計関連学会連合について 
渡辺担当理事より，資料 15 にもとづき，科研

費助成事業に関して報告があり，国際情報発信に

ついて予算を強化する旨報告があった． 
・横幹連について 
今泉担当理事より，現在の状況について報告が

あった．また公益法人化についての報告もあった． 
・次回理事会は平成24 年9 月14 日にJA 新潟

市にて開催予定．  

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
（開催日順に掲載） 

 
☆The 5th International Conference of the 

ERCIM WG on COMPUTING & STATISTICS 

開催日: 2012年12月1日～3日 
開催場所: Ciudad de Oviedo, Oviedo, Spain 
http://www.cfe-csda.org/ercim12/ 
 
☆日本マーケティング・サイエンス学会第 92 回

研究大会 

開催日: 2012年12月8日～9日 
開催場所: :株式会社 電通電通ホール 
http://www.jims.gr.jp/conf.php 
 
☆第23回日本疫学会学術総会 

開催日：2013年1月24日～26日 
開催場所：大阪大学コンベンションセンター 
http://jeaweb.jp/soukai/no23/index.html  
 
☆第23回日本発達心理学会 

開催日：2013年3月15日～17日 
開催場所：明治学院大学白金キャンパス 
http://www.jsdp.jp/conf2013/ 
 

☆第31回社会言語科学会研究大会 

開催日：2013年3月16日〜17日 
開催場所：統計数理研究所・国立国語研究所 
http://www.wdc-jp.com/jass/31/ 
 

☆日本数理社会学会第55回大会 

開催日：2013年3月19日～20日 
開催場所：東北学院大学土樋キャンパス 
http://www.jams-sociology.org/ 
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☆66th Annual Conference of the World 

Association for Public Opinion Research

（WAPOR）（世界論調査協会第 66 回年次大会） 

開催日：2013年5月14日～16日 
開催場所：Boston, University, Boston, 
Massachusetts 
http://wapor.unl.edu/66th-annual-conference/ 
 

☆AAPOR 68th Annual Conference（アメリカ世論

調査学会第 68回年次大会） 

開催日：2013年5月16日～19日 
開催場所：Seaport Boston Hotel & Seaport 
World Trade Center, Boston, Massachusetts 
http://www.aapor.org/ 
 
☆The 2013 conference of the International 

Federation of Classification Societies 

開催日：2013年7月14日～17日 
開催場所：Tilburg University, The Netherlands 
演題提出締切：2013年3月1日 
http://www.tilburguniversity.edu/about-tilburg-
university/schools/socialsciences/departments/
methodology/icfs2013/ 
 

☆International Conderence of International 

Association of Societies of Design Research 

2013 (IASDR Congress 2013) （第 5 回国際デザ

イン学会連合国際会議) 

開催日：2013年8月26日～30日 
開催場所：芝浦工業大学豊洲キャンパス 
発表申込締切：2012年12月31日 
http://www.iasdr2013.jp/ 
 

☆XVIII ISA World Congress of Sociology Facing 

an Unequal World: Challenges for Global 

Sociology 

開催日：2014年7月13日-19日 
開催場所：パシフィコ横浜 
抄録提出締切：2013年1月15日 
http://www.isa-sociology.org/congress2014/ 
http://wcs2014.drupalgardens.com/ 

☆第31回国際心理学会（ICP2016） 

開催日：2016年7月24日～29日 
開催場所：パシフィコ横浜 
抄録提出締切：2014年9月 
http://www.icp2016.jp/ 
 

 
 
 
 

公募・求人情報 

 

成蹊大学 理工学部 システムデザイン学科 

助教募集（公募）のお知らせ 

 

公募人員：助教 1 名 
所属：理工学部システムデザイン学科 
専門分野：教育工学（特に計測，評価），行動科学，

バイオメトリクス，計量心理学，ロボ

ット工学，人工知能などの分野 
勤務形態：常勤（任期３年（2年間延長あり）） 
勤務地：東京都武蔵野市吉祥寺北町3-3-1 
着任時期：2013年 9月 1日 
応募資格：博士の学位を有し（取得見込みを含む），

専門分野に業績があり，教育・研究に熱

意のある方 
応募締切：2013年 2月 28日必着 
書類提出先・問合先： 
〒180-8633 東京都武蔵野市吉祥寺北町3-3-1 
成蹊大学 理工学部 システムデザイン学科 
主任教授 小川隆申 

  TEL：0422-37-3711 
FAX：0422-37-3871 

  E-mail： ogawa（ａｔ）st.seikei.ac.jp 
  注：（ａｔ）を@に変えて下さい． 
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会員の著書等 

菅原ますみ（監訳）『縦

断データの分析Ⅰ−変
化についてのマルチレ

ベルモデリング−』朝

倉書店，2012年9月． 
“Applied Longitudinal 
Data Analysis: Modeling 
Change and Event 
Occurrence.” (Oxford 
University Press, 2003）
の翻訳．2分冊としそ

の前半部を（Ⅰ）として訳出．訳者：松本聡子，

松浦素子，尾崎幸謙，室橋弘人，髙橋雄介，岡田

謙介，山形伸二． 
 
 

松原望・飯田敬輔（編

著），芝井清久・西舘

崇（著）『国際政治の

数理・計量分析入門』

東京大学出版会，

2012年9月． 
 
 
 
 
 

 
 

白石高章（著）『統計

科学の基礎：データ

と確率の結びつきが

よくわかる数理』日

本評論社，2012年

10月． 
 
 
 
 

 
 

山田剛史・井上俊哉

（編）『メタ分析入門 

心理・教育研究の系

統的レビューのため

に』東京大学出版会，

2012年10月． 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

岡太彬訓・中井美

樹・元治恵子（著）

『データ分析入門―

基礎統計―』共立出

版，2012 年 10 月． 
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学会誌論文投稿先 

  
学会大会で発表された研究などをできるだけ論文

として投稿して下さい．お待ちしております． 
 
和文誌：「行動計量学」 

〒162-0801 
東京都新宿区山吹町358-5アカデミーセンター 
日本行動計量学会  
林 文 和文誌編集委員長 宛 
jbehaviormetrics@gmail.com 
 
欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1 
電気通信大学大学院情報システム学研究科 
植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 
E-mail: ueno@ai.is.uec.ac.jp 
 
 
既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きにつ

いて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974年）

に遡って電子化し，JSTで運用している電子アー

カイブサイトJ-STAGE（Journal＠rchive）にて

全文公開（無償での公開）しております．電子ア

ーカイブ化・公開には，創刊号からの掲載論文の

著作権行使（全文電子公開）の同意を論文著者か

ら得る必要があります．1999年の総会以降刊行さ

れた論文については，著作権は日本行動計量学会

に帰属するよう規定が明確に定められましたが，

それ以前に掲載された記事等の著作権は，明確に

定められておりませんでした．電子化し公開する

に当たっては，各論文の著者全員に，本学会への

著作権委譲についての文面をお送りし，多くの著

者のご了解をいただきました．現在までにお返事

をいただいていない著者の論文は，本来は著者か

らの権利委譲を待つべきですが，「行動計量学」

「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上の利

便性，研究者の利用の便宜等を考えて，すでに電

子化公開しております．著作権委譲についてお返

事をいただいていない著者で，電子化し公開する

ことが不都合とお考えの方は，和文誌，欧文誌そ

れぞれの編集委員会までご連絡下さるようお願い

いたします．公開を中止するなど，学会として誠

意をもって対応いたします． 
なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB
ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 
に掲載されていますのでご参照下さい． 
 
 
 

ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数 (2012年11月9日現在) 

正会員       ： 806名 （海外5含む）

準会員       ： 54名  
名誉会員      ： 12名  
賛助会員      ： 22社  
シニア会員     ： 22名  
計         ： 916名  
 
学会誌等寄贈先 ： 

 
8件 

 

 
 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801  

東京都新宿区山吹町358-5 アカデミーセンター 
日本行動計量学会 会員業務担当 
担当：岸 
bsj-post@bunken.co.jp 
Tel.03-5389-6209 
Fax.03-3368-2822 
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会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 
 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，作業を行

って下さい．なお，会員であることを確認するた

めに会員番号が必要ですので，学会からの送付物

の宛名シールなどを用意して下さい．よろしくお

願いします． 
 
 

会員専用ページへのアクセス 
 学会Webページへの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過去

のメーリングリストアーカイブ」（過去のメールニ

ュース）のページにアクセスする際には，以下の

ユーザー名とパスワードの入力が必要となります． 
ユーザー名：bsj   
パスワード：1973 

 
 
マイページへのログイン 
 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 
 
会報原稿募集 
広報委員会では，会員の方が出版された本や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，学協会大会，公募・求人情報などについて，

会員の皆様から原稿を募集しております．過去の

会報の形式を参考にして原稿をおまとめいただき，

下記の送付先までお送り下さい．なお，会員の方

がご自身で出版された著書についてご連絡いただ

く際には，書誌情報とともに（出版社から入手し

た）書影をお送り下さいますようお願いいたしま

す． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号136号の場合には1月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 
 

会報原稿送付先 

〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1 
首都大学東京都市教養学部経営学系 
中山厚穂 
atsuho@tmu.ac.jp 
TEL: 042-677-2316 
 
 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました． 

今号から，内容面での会報記事の充実を目的と

して「海外レポートシリーズ」の連載を開始しま

した．今後も会員の皆様により充実した情報をお

届けできるように努めていきたいと思います．今

後も，これまでと同様に皆様からのご意見をお伺

いしながら，皆様のお役に立てるような魅力ある

充実した会報となるように努めていきたいと考え

ております．ご意見，ご要望，その他会報に掲載

すべきと思われる情報などございましたら，ご連

絡下さいますようお願い申し上げます． 

（なかやま あつほ，中山 厚穂） 

 

 

題字：林知己夫 

広報委員会委員長：松本渉 

会報作成担当：中山厚穂・阿部貴人・上野雄史・ 

江口幸治・木村邦博・城川美佳・

鄭躍軍・朴堯星・星野崇宏・ 

山田剛史 

 

相談役：森裕一 
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